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Luciferin, Thiostrepton および Bacitracin A などが知られてきた。そのうち Bacitracin A は
Bacillus licheniformis によって産生されるペプチド抗生物質の主成分であって， 1955年 Craig らに
よりその推定構造式が提出されたが，最近 Ressler らによって Craig らの推定構造式は(1)のように
訂正された。
(1) 
著者は Bacitracin A の構造と化学的ならびに生理的性質との関係を明らかにし，その全合成のた




























































法については， グリシン， Lーアラニン， Lーパリン， Lーロイシン， Lーイソロイシンのそれぞれのベン
ジノレオキシカノレポニノレアミノ酸アミドを作り，それらを脱水することによってニトリルにかえ，さら
にそれぞれ相当するイミノエーテノレに導びくことができた。 次にこれらのイミノエーテノレと Lーシス
テインエチノレエステノレ塩酸塩， Lーシステインアミド臭化水素酸塩， または LーシステイニノレLーロイシ
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分解物中のイソロイシンをしらべると Lーイソロイシンと Dーアロイソロイシンの比が 50 : 50 であっ
た。以上の結果からチアゾリン環の 2 位に結合する側鎖のアミノ酸残基は環形成と同時に完全ラセミ
化をうけるという新しい事実が明らかになった。次に (2e) をエタノーノレ中アンモニアで処理してえ
た (3b) と同一物質を加水分解するとLーイソロイシンとDーアロイソロイシンの比が 46 : 54 とわずかで
あるが， 明らかに D-アロイソロイシンの生成が優先する方向に変化することがわかった。 この事実
は， 塩基性条件下ではイソロイシンの ß-不斉炭素の立体的影響によって αー不斉炭素の epimeri­
zation が進行したとして説明できる。
生理的活性の Bacitracin A における N末端イソロイシンは Lー型であるが， 溶液中では抗生作用
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など塩基性の条件下では容易に完全にラセミ化し， N末端アミノ酸残基については(1)， (2) 法いづ
れによって合成しても環形成と同時に完全にラセミ化することが明らかになった。 N端が Lーイソロ
イシンである場合には塩基性条件下では ß-不整炭素の影響で Dーアロイソロイシンが多くなる方向に
エピ化することがわかった。この現象はパシトラシンA にみられる N末端イソロイシン残基の異性化
現象をよく説明していると考えられる。
以上広津君の論文は従来ほとんどしらべられていなかったチアゾリンペプチドの合成を詳しく研究
し，非常に取扱いにくいペプチドであったが，多くの新知見を得て一般合成?去を確立したものであっ
て，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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